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長谷敦子・教授 評議員 日本蘇生学会 

長谷敦子・教授 心肺蘇生法普及委員会 委員長 日本蘇生学会 

長谷敦子・教授 評議員 日本救急医学会 

長谷敦子・教授 男女共同参画推進特別委員会 委員 日本救急医学会 

長谷敦子・教授 医師の働き方改革に関する特別委員会 委員 日本救急医学会 

長谷敦子・教授 研修プログラム委員 日本救急医学会 

長谷敦子・教授 評議員 九州救急医学会 

長谷敦子・教授 救急 ICU ワーキンググループメンバー 日本麻酔科学会 

長谷敦子・教授 JRC 蘇生ガイドライン 2020 作業部会員 日本蘇生協議会 

長谷敦子・教授 各区域地域医療構想調整会議 委員 長崎県 

長谷敦子・教授 利益相反管理委員会 委員 日本外傷学会 
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前川拓治・准教授 代議員 日本麻酔科学会 

前川拓治・准教授 第一・循環ワーキンググループサテライトメン

バー 

日本麻酔科学会 

前川拓治・准教授 委員 全国国立大学病院手術部会議 

吉富修・准教授 第 66 回学術集会実行委員会 第 1・循環 WG サ

テライトメンバー 

日本麻酔科学会 

山下和範・准教授 評議員 日本救急医学会 

山下和範・准教授 評議員 日本蘇生学会 

山下和範・准教授 評議員 日本災害医学会 

山下和範・准教授 委員 2020 年東京オリンピック・パラリンピックに

係る救急・災害医療体制を検討する学術連合

体（コンソーシアム） 合同委員会 

山下和範・准教授 インストラクター 日本ＤＭＡＴ 

山下和範・准教授 世話人 地域保健・福祉の災害対応標準化トレーニン

グコース 

村田寛明・准教授 学術誌査読員 Journal of Anesthesia 

村田寛明・准教授 学術誌査読員 Korean Journal of Anesthesiology 

村田寛明・准教授 学術誌査読員 BMC Anesthesiology 

村田寛明・准教授 学術誌査読員 Biomed Research International 

村田寛明・准教授 学術誌査読員 Scientific Reports 

村田寛明・准教授 世話人 九州超音波麻酔アカデミー 

村田寛明・准教授 世話人 末梢神経ブロック教育研究会 

村田寛明・准教授 Workshop coordinator New York School of Regional Anesthesia 

村田寛明・准教授 麻酔科関連 WGサテライトメンバー 日本麻酔科学会 

村田寛明・准教授 評議員 日本区域麻酔学会 

村田寛明・准教授 将来構想委員 日本区域麻酔学会 

村田寛明・准教授 日本区域麻酔検定試験委員 日本区域麻酔学会 

村田寛明・准教授 第 6回学術集会プログラム委員 日本区域麻酔学会 

村田寛明・准教授 教育インストラクター（神経ブロック） 日本臨床麻酔学会 

柴田伊津子・講師 代議員 日本麻酔科学会 

関野元裕・講師 個人情報・利益相反検討委員会委員 日本集中治療医学会 

関野元裕・講師 日本版敗血症診療ガイドライン 2020 特別委員会

ワーキンググループメンバー 

日本集中治療医学会 

関野元裕・講師 救急・ICU ワーキングサテライトメンバー 日本麻酔科学会 

石井浩二・助教 代議員 日本緩和医療学会 

石井浩二・助教 長崎県保健医療対策協議会がん対策部会緩和ケ

ア委員会委員 

長崎県 

 

競争的研究資金獲得状況 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

原 哲也・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C）17K11053 

臓器保護指向型鎮静法の開発：デクスメデト

ミジンの心保護作用 
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前川拓治・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

肥大心に対する心筋保護戦略―ROCK の役

割解明と制御― 

吉富修・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

敗血症性心筋障害におけるアポトーシスの

制御と GLP-1 受容体の役割解明 

山下和範・准教授 一般社団法人 日本損害保険協会 代表 交通事故による多数傷病者対応業務調整員

養成コース展開による効果の検討 

村田寛明・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

リアルタイム可視化アッセイによるオピオ

イド受容体細胞内動態解析と新規鎮痛法の

開拓 

柴田伊津子・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

心筋虚血再灌流障害に対する GLP-1 受容体

の役割と心筋保護戦略 

関野元裕・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

敗血症性ショックと小腸粘膜障害 －新規治

療ターゲットとしての基盤確立－ 

関野元裕・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究（C） 

ICU 獲得性筋力低下に対して運動療法と栄

養療法を併用する新たな治療戦略 

東島 潮・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)  

デクスメデトミジンの心筋保護作用と心臓

血管外科周術期管理への応用 

一ノ宮大雅・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

新規糖尿病治療薬である SGLT2 阻害薬の新

保護作用への影響と細胞内機序 

井上陽香・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 

敗血症における腸管虚血の制御：循環作動薬

および鎮静薬が腸管血流に与える影響 

石崎泰令・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 

SERCA2a を標的にした新規心不全治療薬に

よる敗血症性左室拡張機能の制御 

大神敬子・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 

Thiel 法解剖体を用いた新たな腹部超音波

ガイド下神経ブロック法の確立 

大神敬子・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

皮質骨微細構造の形態解析：臨床用 CT を応

用した骨質評価方法確立のための基礎研究 

大神敬子・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

解剖前撮影CT画像を活用した肉眼解剖学的

研究の推進 

髙村敬子・助教 長崎医学同窓会 代表 医学研究助成金 

低濃度ホルムアルデヒドを使用した解剖体

固定法の確立 -サージカルトレーニング満

足度向上に向けて- 

江頭 崇・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 

新規糖尿病治療薬である SGLT2 阻害薬の心

筋保護作用への影響 
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その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

長谷敦子・教授 長崎県消防学校救急科教育 講師 長崎県消防学校 

関野元裕・講師 非常勤講師(歯科麻酔学) 長崎大学歯学部 

石井浩二・助教 非常勤講師（在宅緩和ケア概論） 在宅医療・福祉コンソーシアム長崎 

髙村敬子・助教 
非常勤講師（医療技術専門学校生への解剖学

実習教官） 
長崎医療技術専門学校 

 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

山下和範・准教授 病院災害対策本部支

援要員養成 

西日本新聞 2019 年 4 月

23 日 

長崎大学病院で取り組んでいる養成研

修について。同様の取組が全国に広がり

つつあり、災害による被害低減に寄与し

ていくと考えられる。 

 

○特筆すべき事項 

①長谷敦子・教授：日本蘇生学会第 38 回大会 会長 

②石井浩二・助教 日本緩和医療学会 第 2 回九州支部学術大会 大会長 


